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醒onakow氏核の比較解剖

金沢大学医学部久留外科教室（主任 久留勝教授）
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本研究は文部省科学研究費の支持を受けている記して謝意を表す．（久留勝）

緒

 Monak⑪w氏核（Nucl． c｛meatus ext）とは野

卑東中その吻側部の外側周辺に位置する細胞群

であって，その内方に位置する狭義のBurduch

氏核（：Nucl． cuneatus int）一以下輩にBurdach

民核と称する一に比し，その細胞の大きさが大

きい．

 1885年，Monakowが始めて猫の内側係蹄損

傷実験例の槍索から，襖歌核の内外両部が別様

の反応を示す事に注目し，これを特定の核とし

てとり扱う事を提唱し，以來一般に同氏の名を

冠して呼ばれて＝いる．

 今日迄，人間及び他の哺乳動物に於ける，

Monakow民核の構造に関しては， Clarke 11）を

初めとして，：Blumenau g）， Ziehen鋤， Jacobsohn

27）， Obersteiner 47）， Zeehi． ndlaar 67＞， Ranson 52＞，

Gelgersma El），吉田鋤，代田63），江川14），

言

：Ferraro u． B叙rero 15），：Brodal 7＞，等の記載を見

るが，概ね特定の1～2種の動物に就きて，そ

の形態的特徴を述べたに止まり，比較解剖学的

見地に立って，本核の発達程度，構造上の差異

を総括的に論じたものはとれを見ない．亦た本

四の機能的意義に関しても，その記載の多く

は，実験的或は解剖学的に十分の根拠なく，推

定の域を脆し得なかったものが多b．

 余は1玉笹の哺乳動物（人聞，ヂラフ，馬，牛，，

小抹香鯨，チンパンヂー，日本猿，犬，猫，家

兎，鼠）の延髄のWitgert一一Pal標本とNiss1標

本（但し「ヂラフ」，鯨，「チンパンヂー」を除

く〉を対称せしめつつ精査し，本核の構造並び

に発達程度を比較槍恥し，形態学的の立場から

本核の機能に対し，或る程度の考察を加えよう

と試みた．

研究 方法
 研究の対称となった動物は前記11種の成熟哺乳動

物，入間（Homo sapiens・1：L），ヂラフ（Girraffa・

ca皿elopardalis・， L）， 馬  （Equus caballus var・

・・i・ntilis N・ack）牛（B・・t・u…v・・． d・m・sticu・

Gme】in），小抹香鯨（Cogia brevieeps Blainvills），

チソバyヂー（Anthropopithecus troglodytes Geo．

ffroy） 日本猿 （M：acaccus fuscatus Blyth）， 犬 （Can量s

fami］iaris var・japonicus Temminck） 猫  （Felis

・c・eata var・d・mestica・：Briss・n）家兎（Oryctologus，

cuniculus． Gmelin），鼠（Mus molossinus moiossinus

Temminck＆Schlegel）であって，内「ヂラフ」小抹

香臨「チソパンヂー」はWeigert－Pal染色標本（東

大脳研究室所藏）につきてのみ樵鏡し，他は：Niss】染

色標本をも，同時に併せ検鏡した。是等諸動物各2例

の脳幹を死後可及的短時間内に取りN．し，直：ちに10％

申性フオルr・リン溶液で24～48時聞固定した後，延髄

下端より橋上部迄を切り出し，・一つは，MUIIer氏液に

1～3ケJl ）他の一つは純「アルコール」に約1ケ月

固定し，後型の如くにCelloidinに包埋し，前者は50

P連続切片となし，鼠は全切片を，他は1枚おきに（ヂ
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ラフ，小抹香臨「チンパンヂー」を除く）Weigert－

Pal染色を施し，後者を25／2切片となし，馬，牛で

は5枚毎，日本猿，犬，猫，家兎では1枚おき，鼠は

全切片をSpielmeyer 55）に從ってNissl標本となし，

両者を比較槍鏡し，本塁の拡がり，：本州を構成する細

胞の数，其の誹列事態を調べ，更に早寒直径を以て細

胞の大さ槻しつ殖脳胞（長径 g短壁一41μ以

上），大細胞（40～31、μ）中細胞（30～21」μ）小細胞

（20μ以下）の至細胞数に対する牟均比率を求めた，

細胞の算定に当っては2切片に跨る細胞の過算を漣け

る爲核の存在を標準とした．求めた数値は，人，馬，

牛では1mm毎，小抹香鯨，チンパソヂでは0・6mm

毎，日本猿，猫，犬，家兎では4mm毎，鼠では0．2

mm毎に二二値を求め，尾側より吻側に至る順序に

「グラフ」を以て表示した．尚ほWeigert－Pal標本を

圭とし，Nissl標本を対称としPlanimetryを施行，

人間，「ヂラフ」，馬，牛，鯨は4枚毎，チソバソヂt一・7

日本猿，犬，猶，家兎は2枚毎，鼠では全切片につき，

本磧の前額断面積を測定し，之の延髄全面積に対する

比率を求め，前記の如く「グラフ」に表示すると共に，

2⑪0 Sl ，1⑪0μ，5⑪μ薄片の総和として，各々の核柱め

体積を調べた．

 周知の如く，Monakow門下は，その下興部に於て，

内側及び背側へはGoU氏核及び：Burdach粘核に接

し，腹側に於てはNucl， cuneatot「igeminalis（：Fuse）

を認める．野牛部に於ては背側はNuc1・sp・n・ves．

tibuliに近接し，外側部はNuc1 ． corporis restiformis

に依って囲縄される・勿講是等の諸核に対しては，

細胞の大さが重要な識別点をなすが，本核が軍に大型

細胞からのみ構成されるものでなく，内に中，小細胞

を混ずる事は各動物に於て等しく認められる所であ

る，特に尾側端及び吻側端近傍に於ては，可なりの率

に於いて中，小細胞を含む鳥上記近接諸核とは，時

に境界不分明となる事もある。然し個々の切片につい

て仔細に樵するならば，細胞の大さのみならず，染色

態度，排列状臨細胞密度等に依り，諸核に対する相

違は或程度迄見出し得るものであるのみならず，近接

核に対しては通常，細胞に乏しい或は細胞のない部分

を以て境される故，其の境界を定める事は多くの場合

困難ではない．

所

 所見は記載の便宣の爲，被槍動物を（1）人聞

及び大動物群（ヂラフ，馬，牛，小抹香鯨），

（2）申動物群（チンパンデP…，日本猿，犬，

猫，家兎），〈3）小動物（鼠）の3群に分って記

載する．なお「ヂラフ」，小抹香鯨，「チンパンヂ

ー」の槍索はWeige！t－Pal染色標本のみに依存

せる爲，細胞の謡歌に関しては詳述せす，記載

の重点は主として，核の拡がり体積，前額断面

積の薩長及び延髄全体に対する比率に置いた．

 1）大動物群

 i）人間（H⑪mo． sapiens・，：L）

 人間に於てM⑪nakow．氏核は，内側副オリー

ブ核の下端，即ち筆墜下5．4mmの高さに於て

：Burdach氏核の背外測に主として中，小細胞群

として出現し，（第1図（a），（b）．）その尾側端

近傍に於てはBurdach氏二二の比較的大なる

細胞（：Blumenau 4）！891）と一部混在するが，主

オリーブ核の出現する高さでは細胞性渥在は全

く消失する，この高さ写本核を構成する細胞は

見

その過宇数が申，小細胞である（第5表）．

 主オリ”ブ核の尾端より吻側に至れば，βo11

及びBurdach氏族の縮少に：伴い， Monakow氏

核は急激に腹外側に拡がりを増すと共に，大細

胞は著名に増加の傾向を示す（第5表），更に尾

端より4．Oinm上方より，本細胞群の背内側に

数箇の細胞よりkる2～3箇の細胞群の出現を

見（第；1図（a）のIII）Goll出面の縮小と共に

該部に拡大し，その腹側に存する細胞群を覆う

が如き位置をしめる（第1図（a）IV）． Goll氏

核の潰失聴，両細胞群は釜々，腹背方へと拡大

し，：Burdach種核はその背内側に圧排縮小され

る．背測副オリーブ核の出現する高さで略ぺ最

大の拡がりに達し｛第1図（a）のV）前額断

面積2．675mm2を算し，延髄全面積の4．71％に

及ぶ（第2，3表）これを他の被管動物の最大

面積に比すれば，「ヂラフ」の約i／4 SN，馬，牛

の約殆に相当し，延髄全体に対する比率に於て

は凡ての大動物及び猿類より僅かに低率であ

［ 161 ］
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る。な誇この高さに出ては，上記2細胞群中，

腹外側に位置するものは島喚歌に排列する大小

種々の細胞からなるに反し，背内側に位置する

ものは腹外側に近き部に託てのみ島喚歌排列の

傾向を示すが，他部は概ね禰湿性の排列をと

る．これより更に吻側に及べば背内側の細胞群

は漸次縮小するが，他亥，腹外側群を腹側より

囲む檬に新細胞群が出現し（第1図（a）のV＞

総細胞数に減てなお漸次増加の傾向を示す．本

島の尾側より8・Omm上方に於て細胞数は最大

となり，一切片中（25μ）4⑪0箇前後を算し（第

1表），大細胞は全体の75～80％の高率をしめ

る（第5表）前額断面積に於て，大動物に比し，

著しく小さいに拘らす，細胞数に隔て，被検動

物中，馬と共に最大である事は注目に値する．

 細胞は概ね3⑪～45μの亘大及び大細胞で，

卵円形叉は楕円形を呈し，多極性にして，粗大

なるNiss1穎粒は主として胞体の周辺に存し，

中心は比較的微細なる穎粒に依って満たされ

る．ziehen 6醇）， Blumenau 4）は50μに及ぶ大な

る細胞を認め得ると記載しているが，余は斯る

亘大なものを見出し得なかった．中，小細胞は

大細胞に於ける程著明な泡欣構造を呈せす，胞

体は略it一様の大きさのNissl穎粒に依って均

等に満たされる．大細胞と同様，極めて濃染性

である．

 ：Burdach氏核の上端（Monakow瓜核の尾端

より9．Omm上：方）に於て：背内側の細胞群は既

に無く，：Burdach氏核の漕失後は，：Formatio

fasciculataの拡大に依り急速に背側より縮小し

始め（第；1図（a）のVI）島謡歌排列は漸次，

彌慢性排列へと移行する．その排列歌態に於

て，Nucl． sp．1］， vestibuliとの聞に著しい差異

は認められないが，境界は細胞に乏しい．或は

無細胞の部分に依って分離されるので，両者を

区分する事は困難ではない．叉，本法の最：大発

達部位より吻側に於て虚血の外鯨こ近接して，

索歌体中に円形叉は卵円形の中型細胞を認める

が，索欣体中に存するを以って，Weigert染色

標本を対称とすれば，その識別は極めて容易で

ある．Momゆw二二の下端より1LOmm上方
からは最：も腹外側に位置する細胞群のみが，三

叉棘経脊髄根，：Formatio fasciculata索歌体に囲

続された三角形の領：域に限局し，一思の排列を

示しつつ，舌下棘魚核の吻側端と略it同じ高さ

で溝失する．

 なお・M⑪nakow二二の尾側より4．Omm上方

の高さより，三叉瀞経義宿根の背側に一一一tfUの細

胞群が禺現する（岡野）弓5）．Promontrium（Ziehen

6働と称せられるものにして，絡始，Monak⑪w

氏核に近接するが，細胞の性駄は三叉紳経脊髄

根核により親近性を有し，本論との闇には明瞭

な差異が看守される．

 要之，人間に於けるMonakow氏核は筆尖下

5．4mm筆三二7．7mmの範囲に存し，尾側端よ

り7．Omm上方に於て最大の拡がりを示し，細

胞数はとれより約】mm吻側で最大i数（400箇

前後）に達する．核長13．1mm，核柱休積195

95mm3を算する．

 本誌はZeehaDdlaar 67）の述べた如く，背内側，

中畑及び腹外側の三つの細胞群から構成される

が，中沼群が最：も大きく，尾側端より11．Omm

の範囲に亘り，尾側端に近き小範囲を除けば，

大部分35～45μの大，亘大細胞からなり，著

名な島喚欣排列を示す．’斯る排列は人間に於て

極めて顯著で，「チンパンヂー一」に於て：梢eと

れに近い性歌を認め得るが，爾余の被検動物に

於てはとれを認め得ない．背側及び，腹側群は

夫々尾端より4．0～9．Omm，9．5～13．1nユmの範

囲に存し，島凱歌排列の傾向は少く，中，小細

胞の比較的多く含むのが特徴である．

 ii）馬（Equus caballus var． orientalis：Noach）

 M・ ⑪nakow氏核は全長14．Ommに達し，尾側

垢は丸丸下に，吻側％は筆面上に存する．その

尾側端は内側副オリー一・ブ核の下端より約2．1mm

上方で出現（第2図6），尾端より2．Omm上方

迄は3箇の細胞群により構成される（第2図（a）

の1，II， III）． Goll氏核の浩失する高さより

上記3群は完全に融合し，：Burdach氏核に対し

二二に排列し（第2図（a）のIV），その二方端

（ 162 ］
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を以って：Burdach氏核に接する．細胞は大多

数紡錘形にして，大細胞は急激こ増大し，時に

501tの：巨大細胞も散見する．

 忌詞より上方に及べば，：Burdach氏核の消：失

に温い，急激に拡大し，尾側より4．Omm上方

に於て，既に人聞の最大面積の2倍を凌駕し，

細胞数は300箇前後に達する（第1，2表）．柵

歌の排列は殆ど失われ，大細胞の比較的密に存

する背内側部と，申，小細胞が比較的疎に排列

する腹外側部とに分れ，大細胞及び中，小細胞

は略e同率となる（第：6表）．

 なお尾端より5．⑪mm上方に於て，三叉祠i経

脊髄根の背内側に円形の小細胞からなるPro－

montriumが出現するが， Monakow氏核との細

胞性混在は認められす，大きさ性状も異なる

爲，その境界は容易に決定し得る．「オリーブ」

核の中央の高さより，釜々，その拡がりを増

し，最：大横断面積7．21mm2，細胞数390前後

（25μ切片）に達する（第；1，2表），外側群も

次第に細胞数及び密度を増し，最：大発達部位に

於ては内外両側群の境界は極めて不明瞭とな

り，核全体は凡そ同一の密度を有する細胞の集

団として認められる．尾側より9．Omm上方迄，

最：大発達部と略e同程度の発育を示す．

 尾側より9．Omm上方から，：Formatio fascic－

ulataの出現に依り，細胞数は次第に減少し始

めるが，密度は三内側部に於てのみ殆ど変化を

認めな叉へ舌下乖申経核の溝失する高さより，背

内側から急激に縮小する（第2図（a）のVI工1）

と共に円形の中細胞の著しい増加が目立つ（第

6表），迷走棘経背測点の消失する高さに於て

は極めて小さい領域を占めるのみで，舌下同論

核の吻側端より2．4mm上方で溝：失する．

 iii）牛（Bos taurus var． domesticus Gmelin）

 核全長11・2mmに達し，尾側端は内側副「オ

リー・ブ」核の下端より 3．2mm上方，吻側端

は主「オリーブ」核の上方0．8mmに存し，尾

側％oは山鼠下に，吻側％⑪は舌尖上に位置す

る（第3図（b））．尾側端近傍に於ては：Burdach

氏索の外側にある一群と，三叉祠1経脊高根の外

側縁に接する一群との2つの細胞群として出現

するが（第3図（a）の1），tの両者は漸次接

近し，Go11氏核の浩失する高さ，即ち尾端よ

b約2．Omm上方では紡錘歌或は円形の大，中

細胞よりなる腹外側群と，円形叉は梨子歌謡の

中小細胞よりなる背内側の2群に区別され（第

3図（a）のIII），両群の境界部は軽度の網檬

排列を示す．

 尾端より4．Omm上方からは，：Burdach一面

の縮小に依り，その拡がり及び細胞密度を急速

に増し，同時に境界部の網点排列は浩失する・

尾側端より6．Omm上方，即ち核柱の中央より

僅かに吻側（第3図（a）のV～VIの聞）で，

前額断面積及び細胞数は最大に達し，断面積

8．405mm2，延髄全面積の5．04％を算する．：最

大面積に於て馬を僅かに凌駕するが，細胞数に

於て，tのものより遙かに少く一切片につきて

約100箇に近い差異を示す．細胞は楕円形叉は

梨子歌形の大細胞が最も多く，全体の68．8％に

して，馬の夫に比すれば梢ヒ低率である．

 舌下棘経核の消失後，漸次背側より縮小し始

め，尾側より8．5mm上方より縮小の度は更に

急激となり，細胞密度も亦減じ，同時に内外両

群の境界部は失われ，背側の一部を除きAkく均

一の密度を示す（第3図（a）のVIII）．9．Omm

上方に点てはその拡がりは最大発部の証紙に減

じ索状体と三叉榊経脊髄根の閻に存し，細胞は：

周辺に密に，中心部は粗に排列する．全体とし

て紡錘歌，「ピラミッド」型のものが極めて少

く，円形，梨子｝品形の中，小細胞が増加し，総

数の約50％をしめる．「オリe・…ブ」核の吻側端

より0．8mmの高さで浩失する．

 なお・PromontrlumはGo】1氏核の溝失する

高さで出現し，Monakow氏核の吻側端を更に

越えて存する．何れの高さに於ても細胞数は一

切片高々30箇を越えす，小型且つ旧染性で，人

閻及び馬に比すれば，その存在は極めて微弱で

ある。Monakow島島との鑑別も両者の細胞の

性歌の差異に注目すれば比較的容易である．

 iv）ヂラフ（Giraffa cameroparduris．，：L）
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 内側副オリーブ核の下端より1．Olnm上方，

筆尖下7．7mmに於て出現し，舌下棘経核の吻

側端より約3．Omln吻側に於て浩失し，その大

凡2／3筆馬下に存する．（第4図（6））．核全長

11．6mmを算し，大動物中，馬に亜ぐ大きさを

有する．尾側端に於ては，：Burdach氏核の外側

縁に接する円形の細胞群として存し，（第4図

（a）の1），：Burdach氏核との面明を欠くが，約

2．3mm上方よりその位置を二方に転じ，境界

は漸次明瞭となる．同時にとの細胞群の背外側

に出たに細胞群の出現を見，両者急蓮に拡がり

を増し，互に融合するに至る（第4図（a）の

III）．とれよりBurdach氏核の高さ及びt内方

への縮小に依り，MOI〕akow氏核は著しく内外

方へ拡がりを増し，本核の下中殆の高さ（尾端

より45mm上：方）に於て最大の発達を示し，第

4図（a）のIVに見る如く，内外方に長軸を置

く楕円形の謡歌を呈し，腹内側に隔てBurdach

氏核と数条の細胞索を以て結合する．前額断面

積は最大11．251mm2に達し，：被槍動物中，断

面積に於て第1位にして，延髄全面積に対する

比率も亦最高8．02％を算し，馬，牛より梢ζ高

摩である．雪柱の上積は被槍動物中，馬に次ぎ

第2位にして，牛に対して可なりの開きを示す

（第13表）．              。

 v）小抹香鯨（Cogia breviceps Blainville）

 本核は筆幅下1．6mmより，筆尖上5・5mrnの

範囲に亘り，核全長7．1mmを算：す。その尾側

端は内側副オリーブ核の尾端より2．2mm上方

に一致する．尾側端近傍に於てはBurdach晶

晶の外側に於て長軸を背内側より腹外側に置

く，楕円形の細胞群として現れ（第5図（a）の

1），Burdach氏核の消失後は不規則な辺縁を有

する島喚状の形態を示しつつ，急速に腹外方に

その拡がりを増す．尾端より2・2min上方で既

に最：大の発達を示すが，前額断面積は僅かに

2．651mm2で，延髄全体に対する面積も5．5％内

外で共に大動物群申最：小である（第2，3表）．

最大発達部に於ては第5図（a）のIIIに見る

如く，頂点を三叉高高脊髄根の背側に置く略it

二等辺三角形の形歌を示すが，その辺縁は可な

り複：雑な陥入突出を示す．尾端より3・⑪mm上

方では核の背内側が縮小する爲，核は全体とし

て紡錘形となり（第5図（a）のV），舌下漏話

核の吻側端より2．lmm上方に於て溝失する．

 なお他の大動物に於て見られだ：Nucl． corporis

restiformisは小抹香鯨に於て僅かに痕跡的va存

するに過ぎす，Promontriumも吻側牛部に於て

存するが，Monakow氏核との混在は見られな

い．本核の細胞は主に多角形叉は卵円形の大細

胞よりなり，排列は略く油壷性の傾向を示す．

 以上4種の大動物（馬，牛，ヂラフ，小抹香

鯨）を通観するに，誌面の「オリt一・一ブ」核及び

舌下祠軽核に対する相対的位置は4動物共殆ど

同じい（第2，3，4，5図の（b））．尾側端

は「オリーブ」核の下端より1～2mm上方に

始まり，最：大発達部は馬，牛，ヂラフ，小抹

香鯨では夫々尾側端より7・0，6．Osnm，4．5mm，

2．2m癒上方で，共に「オリーブ」核の夫に一致

し，その清失部位は舌下回忌核の上端より約

3．Omm上方位置する．最大発達部は馬，牛で

は略it核柱の中央なるに反し，「ヂラフ」鯨で

は略e下中狛の＝部位に相当して存する．一

 細胞数及び前額断面積の浩長は第1，2表に

示せる如く，「ヂラフ」に於てその拡がりの浩長

は最：も急峻にして，尾側端より2．8mm上方で

既に馬の最大面積を越え，i 4．2mm上方で断面

積1L465mm2に達し，被出動物申，最：大で，

小抹香鯨，及び人間の夫の約4倍の面積を算す

るが，爾後，急速に縮小する爲，面面の体積は

牛より大であるが，馬に比し，僅かに小さい

（第13表）．馬に点ては本核は大動物壷中：最も強

大にして，尾端より45mm上方で既に25μ切

片中，細胞数300箇，前額断面積7．Ommを下

らぬ．反之牛はその拡がりに於て最：大発達部を

中心としし6mmの小範囲に出てのみ馬を僅か

に凌駕するが，他は馬に比し可なり小さい．從

って体積値に於て馬の66・684mm3に乱し，約

16mm3の大差を認める（第：2表，第13表）．細

胞数に於ても最高一切片300箇前後を算するに

［ 164 ］



Monakow氏核の比較解剖 165

過ぎす，爾余の部に於ても馬より遙かに少い

（第1表）．小抹香鯨に於ては核長7．1mmで大

動物群中薬も小さく，前額断面積の小なると相

論って，翁面の体積に而て「ヂラフ」，馬の約殆

に達するに過ぎない（第13表）．

 延髄全面積に対る面積比に関しては，馬は他

の3動物より，核全長に亘って可なりの高率を

示し，最大発達部に於てはその6．5％をしめる．

とれを「ヂラフ」の最高値7．0％に較ぶれば僅

かに低率であるが，「ヂラフ」では極めて小範囲

に出てのみ，tの比率を示し，爾余の部は牛と

大凡同様の比率をとり，馬より遙かに低率であ

る（第3表）。

 細胞は牛，「ヂラフ」では楕円形叉は梨子欺形

細胞が大部分をしめるが，馬に出ては紡錘形細

胞が多いのが目立ち，特に核柱の下牛部に於て

それが著しい．排列状態は3動物共大差なく，

人間に見られる如き，島二二排列は全く認めら

れない．

 II）中動物群

 i）日本猿（Macaccus fuscatus Blyth）

 本核の尾側端は内側副「オリーブ」核の下端

より71．Omm上：方にして，吻側は舌下示中経核

の上端より0．7mm上方に於て浩失し，核長は：

4．12mmを算する．

 本核は尾側端より0。8mm上方に至る迄，背

内側，腹外側，周辺の3群に分れ，周辺群は索

歌体の内縁に滑い，三叉祠1経脊髄根の背側に位

置する腹外側群は背内側群を二方より包むが如

く存する（第6図（a）のII）主rオリ…一ブ」核

の出現する高さより，即ちMonakow氏；核の尾

端より1．21nm上方より背内側群は急速に腹外

方に拡がりを増すと共に腹側に於ては一品，腹

外側の両法は完全に融合し（第6図（a）のIII），

細胞密度も背腹両部は同程度となり，大部分，

円形叉は梨子歌形にして，紡錘形のものは著し

く減少する．

 筆尖の上方約0．3mm， M⑪nakow氏核の尾端

より2．1mm上方に於て，略it最大の拡がりに

達し，延髄全面積の6．08％をしめ，前記各群は

互に融合し，核全体が殆ど同一の密度を有する

一つの細胞群を構成する（第6図（a）のVI），

細胞群は最：大300～340箇を算し，尾端より

2．4mm上：方迄，この発達程度を維持するが，

舌下榊経核の中央の高さ（第6図（a）のVII）

より縮小し始め，Goll氏核の潰失する高さでは

最大面積の座払に縮小する．細胞数も一切片

（25μ）150箇前後に減じ，：再び中細胞の増加を

認める．

 なお人間及び馬，牛に於て明瞭に見られる

Nucl． cuneato－trigeminalis lat． （Promontrium）

et intermedius（Fuge）は猿類に於て極めて貧

弱にして，その細胞の形状及び位置に依り，

Monakow氏核に対しては明瞭な境界を定める

事は困難である．：Ferrar。 a． Berrer。もMacacus

thesusに於て， Niss1標本所見より，tの細胞

群を以て一個の独立した核と見倣すに充分な形

態学的，局所解剖学的特徴を認め得ないと記載

した．余も亦，とれに從い，三叉祠軽脊髄根の

背面に存する少数の細胞を特別のものとして扱

う事なく，Monakow再転に包含せしめた．

 ii）チンパンデ■一・（Anthropopithecus troglo．

dytes Geoffray）

 「オリーブ」核，舌下紳経核に対する相対的

な位置的関係は日本猿と大差を認めぬが，その

細胞排列及び核柱の形態は日本猿よりもむしろ

入間に著しい類似性を有する．核長6．2mmに

達し，下端は内側副オリーブ核の尾側端に一致

し，舌下祠軽核の吻端よりO．9mm上：方に於て

溝失する．

 主「オリーブ」核の出現する高さより，本庁

は急激に腹方にその拡がりを増し，尾端より

2．Omm上方に於て断面積2．52mm2を示し，日

本猿に於ける最大面積に匹敵する．それより吻

側に於てなお除々に拡がり及び細胞密度を増

し，その排列歌謡は恰も入闇に於けるが如き，

複雑な島血止を呈するに至るく第7図（a））．

：Burdach氏核の溝失する高さ（尾端より2．8mm

上：方）で最大面積2．612mm2，延髄全面積の6・1

1％で共に人間の夫と略it同大である．主「オ
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り一ブ」核の中央より稽ヒ下方より，…衆慮に縮

小し始め，同時に島懊歌排列は漸次失われ，禰

漫性排列へと移行する．湯壷の吻側％に於て島

懊歌i排列は全く認められなV・．

 iii）猫（：Felis⑪creata var． d⑪mesticus：Brisson）

 内側副オリーブ核の下端よりL8mm上方に

於て後索の外側縁に近く2箇の細胞群どして出

現する（第8図（a）の1）．内側の細胞群は円

形叉は楕円形の突起の少い申細胞と小数の大細

胞を含み，外側線は紡錘形のものが大部分で，

中に若干のピラミッド型の細胞が散見する．ヒ

の両者は本誌の下端より0．4rnm上方迄は明瞭

な境界を示すが，これより吻側では漸次明瞭さ

を減する．

 尾端より約し⑪mm上方（第8図（a）のIII）

からは内側群は拡がりを増すと共に卵円形叉は

楕円形の大細胞が著明に増加するに反し，外側

群は依然として紡錘形或は楕円形の中細胞が主

体をなす．

 筆尖の高さより内外両群共その幅を僅かに増

し，細胞は一切片160箇前後に達する．内側群

は晦楕円形の横断面を示し，背側に比較的粗

に，腹側は比較的密に排列する傾向を有する．

外側群は腹外側より内側群を包み，その70～80

％は中細胞からなり，その中心に少数の円形叉

は梨乱臣形の濃染四大細胞を見る．

 Goll氏核の溝失する高さ（第8図（a）のIV

～Vの中間）より急激に細胞数を増し，「オリ

ーブ」核の中央即ち尾側端より1・8mm上方で

最：大の発達を示し，前額断面積1．402mm！，延

髄全面積の552％，細胞i数一切片中200箇を算

する（第4表）．最：大発達部を越えるや，外側

部は大細胞増加の傾向をとり，内側部との境界

は次第に不鮮明となる．Burdach氏核の消失

後，本論は出方より縮小し始め，背方部の細胞

密度も亦著しく減少するに反し，腹癒部は若干

細胞数を増し，且つ大細胞が増加する爲，舌下

紳経核の消失する高さでは両部の境界は途に浩

失する．背側副オリーブ核の上端よりL3mm

吻側で消失し，全長1．14mmに及ぶ．

 iv）犬（Canis familinris var． japonicus Temmink）

 本核の尾側端は内側副オリーブ核の尾側端よ

り0．3mm上方，吻側端は舌下榊経核の溝失す

る高さに一致し，核全長4，24mmを算し，猫

に比し梢ヒ大きNn．

 犬に於ても猫に於ける如く，細胞に乏い（部

を距て，駅内，腹外の2回忌分れるが，その排

列状態及び細胞の性ナ伏の差異は猫に於ける程明

瞭なものでない．特に尾端よりL5mm上方迄

は歯群共に円形叉は楕円形の中，小細胞を主体

とし，内に少数の大細胞を有するもので，細胞

の性状から見るも，特に著しい差異はなく，：た

だ背内側群は腹外側群に比し，若干稠密な排列
を示すに過ぎない。筆尖より上方（第9図（a｝

のIII）に至れば背臨謡言はBurdach嘱託の

背腹方に拡大し，その腹側に近き＝部に出て「ピ

ラミッド」型叉は多角形の大細胞が増加するに

反し，腹外側群は依然，大部分円形叉は梨子状

形の申，小細胞よりなるπめ，両群の構造上の

差異は下方に比すれば梢it明瞭となる．然し最

大発達部より吻側に及べば腹外側に於ても，大

細胞及び細胞密度が増加し，且つ境界部をなし

た細胞に乏しい部は浩失するため，核全体は一

つの細胞集団として認められる（第9図（a）の

v）．

 本官は尾側端より1．8～2．2mm上方に減て最：

大の発達を示し，細胞i数は一切片（251i）200～

230箇，前額断面積は尾端より2．2rnm上方に

於て：最：大値の1．272mm2に達し，猫の夫に比し

稚ヒ大きいが，延髄全面積に対する比率に於て

核全長に亘り犬は猫に比し梢ヒ低率である（第

4表），なお猫に於ては，核柱の下牛部は上薗

部に比し，可なり大なる発達を途げるが，犬で

は反之，上牛部と下牛部とは略it同程度の発達

を示す（第4表，その2）．

 大，中，小細胞の比率に関しては，猫に於け

ると同様，核柱の中央に至る迄は大細胞は全体

の略e30～40％であるが，最：大発達部に於ては

55％を占め，それより吻側に至れば漸減ナる

（第10表）．
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 v）家兎（Oryctologus cunicubns Gmelin）

 「オリー・一・ブ」核に対する位置的関係は他の小

動物群と同じくその存在範囲をほぼ等しくする

が，晶晶に対する関係は他動物と著しく異な

り，全台長の％は筆録下に存する（第io図（b））．

家兎に於ても亦，M⑪nakow三惑は形態学的に

：Burdach氏核より大型の細胞を含有する事に依

って特徴すけられる．Willkler u． Potter l；引）はそ

の著書に於て，後索中存し，Burdach地核より大

型細胞より構成される細胞群をNuc1． proprius

corporis restiformisと記載し，：Burdach氏核の

腹外側に接して存する中，小細胞群をNucl．

Monakowと称したが，吉田65），：Brod抗Dの実

験的研究がかかる名称の誤まれるtとを立証し

た．

 即ち，氏等がV・うNucl． proproprius corporis

restiformisは：Ni ucl． cuneatus ext．と全く同一の

ものであり，從來，NUd． CQrpOriS reStifOrmiS

（Jacobsohn 27））， Ker n der corpus restiforine

（Marbtirg 40））， Nucl． tector i us（Zeihen 66））と称

せられたものと別個のものである事があきらか

にされた．

 本心は尾側端近くに於ては後索の周辺に点て

申，小細胞の集団として出現するが，漸次内測

に移動すると共に，内外両側に拡がりを増し，

尾側端より2．4mm上方（第10図（a＞のVI）

於て最：大の発達を示し，前額断面積，4．44mm2，

細胞数97を算し，拡がり細胞数共に犬，猫の約

％に過ぎない，延髄全体に対する比率も，4．3％

で可なりの差異どいわねばならない（第4表）．

 細胞は最大発達部位に於ても楕円形叉は紡錘

形の中細胞が大部分で，大細胞は殆ど凡て本島

の背側に悔言する傾向を示し，全体のたかだか

20％を占めるにすぎない．な1拾Goll法面の浩

失する高さより，索状体中に明るい，円味を帯

びた細胞が出現し，漸次増加，Monakow氏核

の背外方に接しつつ，その吻側に及ぶが，と

の細胞群はNissl標本に於て染色歌態，細胞密

度及び大きさに依り容易に境界は定め得る．

Burdach氏核の二二後，：N ucl． spinalis n． vestibuli

の背内方より腹外方への拡がりに依って，背方

より漸次縮小し始め，尾端より 3．2mm上方

（第10図（a）のVIII）では出帆体の内側にそ

う，中，小細胞よりなる帯状の細胞群として認

められ，「オリーブ」核の上端より0．7mm下方

で溝失し，議長4．05mm，核柱体積O．693mm3

を算し，犬，猫の約％に相当する，

 以上5種の申動物く「チンパンヂー」，日本猿，

犬，猫，家兎）に就きて要約小心すれば，とれ

ら諸動物に於てはすべてその最：大発達部が「オ

リーブ」核のそれに一致する点に於て共通し，

その尾側端は背内側オリーブ核の下端より日本

猿，猫家兎では1．2～1．5mm，犬では約0・3

mm上方，「チンパンヂー」では略itそれと同じ

高さで出現し，舌下紳経核の吻側端叉はこれよ

り僅かに上方で溝失する（第6，7，8，9，

10図（b））．核：柱の長さは「チンパンヂー」（6．2

5mm），日本猿（4・12mm），犬（4・20mm），猫

（4．15mm），家兎（4・lmm），の順位にして，「チ

ンパンヂー」はもっとも長く，犬，猫家兎で

は著しき差異は1なV・．

 前額断面積及び細胞数は各動物とも，中央よ

り梢ヒ尾側で最大となる．「チンパンデ…一」及び

日本猿に於てもっとも大で，犬及び猫の略it 2

倍，家兎に対しては約3倍彊に達する．犬及び

猫では殆ど同じ拡がり及び細胞数を有し，最：大

断面積は共に約1・3minE，細胞数は一切片（25μ）

申200箇前後を算する．家兎に点ては著しく少

さく，最大細胞数とV・えども100箇を越えるこ

とはなb（第4表）。從って核柱の体積値に於て

は「チンパンデt一’」の11．070mm2を：最大としe

日本猿，猫，犬，家兎の順位となる．延髄全面

積に対する本腹の比率も亦，猿類，猫，犬，家

兎の順となる．（第：4表その3）．

 細胞は言動物忌に大，中，小種々の細胞が不

規則に混在するが，日本猿，猫，犬では，その

大部分が大，申細胞にして，小細胞はたかだか

15％を越えるヒとはない．とれらの動物ではい

すれも，尾側より吻側に及ぶに從い，漸次大細

胞の比率を増し，最大発達：部に於てはおよそ
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60％に達する．反面，家兎に於ては30％を越え

ない．

 細胞は，大，中，小共におおむね円形叉は梨

子状形で，馬，牛で比較的多く見られ允紡錘欣

細胞は極めて少なく，粗大なるNiss㌍頼粒は胞

体を略it均等に満たし，人聞に見られる如き著

明な泡状構造を示さない．

 なお・，日本猿，犬，猫に於ては核丙に於て背

臨晶群に分れ，腹側群は背側群に比し，比較的

小型のもの多く，比較的粗な排列を示すが，t

の傾向は猫に於てもっとも著明で，日本猿，犬

では細胞の性歌，排列に於ては猫に於ける程端

然たる差異は見出し得ない．家兎に於てはかか

る分離は殆ど認められない．

 III）小動物群（鼠Muslmo1Gssinus molossinus

Temminch ＆ Schlegel）

 鼠に於ては本核は全長僅かにL2mmを算し，

尾端はNucl． olivarisの下端より⑪．2mm上方，

筆尖下0．24mm下方に於て， Burdach氏核に

比し，梢ζ大きく且つ濃染せる楕円形叉は梨子

歯形の細胞の集まlpとして出現し，尾側端近く

に於ては凹面を内方に向ける馬蹄歌の排列を示

す（第11図（a）のII）． Goll三振の溝失血は更

に背面に面し，外側はNucl． c⑪「Po「is 「estifo「mis

に，内方は背内側に縮小移動せる：Burdach氏

核に，腹側は三叉祠軽脊髄根及び核に囲縫さ

れ第11図（a）のIVに示す如く， Ht｝ it四角形

の領域を占めて存する．これより吻側に於て

Monakow瓜核の外側は常に NuCl． co「po「is

restif⑪rmisと極めて近接しfa位置をとるが．

Monak⑪w氏核に比し，比較的粗な排列をとる

とと及びその淡染性に依って鑑別し得る．なお

この高さに出て細胞は一切片（25f2＞40箇前後

を算し，その過孚数は中細胞で，大細胞は20％

前後を占めるに過ぎな眠最大発達部は本核の

略it中央に位置し（尾端より0・6mm上方），一

切片79～80箇を算し，他動物に見られる如き，

最大発達部に於ける大細胞の増加は認められ

す，大部分25μ前後の中，小細胞からなり，小
                   のみ ラ
数の大細胞は背測に集合する．前額断面積は最：

大0．977m㎡で犬，猫の僅か％2に過ぎない．

尾端より0．8mm上方より急速に縮小し始め，

「オリーブ」核の吻端より0．3mm下方で消失す

る（第11図（b））．

総括並びに考察

 M⑪nakow氏核（Nllcl． cuneatus ext．）は別称

Nucl． magnocellularis fllniculi posterioris （Gagal

u． Bodechtel）， outer restiforme nucleus （Clarke

ii））， accessory ctmeate nucleus 〈Ranson 5t＞ r’2＞＞，

Blumenauscher Kern （Geist 20）， Zeehandlaar 67）），

Nucl． fullicull cuneatl ext．（Ziehen e｝fi））とも云いj

それを構成する細胞の大さ及び形1伏に於て，

Goll氏核，：Burdach八一：に対し著しい特…徴を有

することは，古く，：Lokhart Clarke（IS68）に依

って，猿に於て指摘された。その後，本誌を構

成する細胞が著明なる特徴を有するに拘らす，

面素核の内外両部は箪一不可分のものとして理

解され，從って品評核の変性を論じた場合に

も，内外両部共に変性を見たか，或はその一部

のみが変性に陥りたるかに関しては明確な記載

を欠くものが多かつπ．

 1885年，Monakow 3f｝）が始めて橋に於て右側

内側係蹄を損傷せる猫の後索核を槍索せる際，

Nucl． cuneatus int．が極めて高度の変性を示せ

るに反し，Nucl cuneatus ext．（M・nak・w二二）

には何等：変化を示さない事実を発見し，本細胞

群をGoll及びBurdach氏核に対し独立した

核控として区別すべきととを提唱した．次V・で

：Blumenau 4）「））（1891，1S96）は人間に於ける

Monakow氏核の構造並びに局所解剖について

可なり詳細に記載したが，その末丸及び中枢へ

の連絡に関する知見が不確実であっπため，そ

の生理的機能に対しては極めて推定的な論述を

なすに止った．

 前述せる如く，Monakow二二を構成する細
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胞はおおむね，卵円形叉は楕円形の大細胞に

して，丸面の周辺に粗．大なるN蕊sl地謡を有

し，その形1伏，大さに於て，各動物のClarke

氏柱細胞に著しい類似品を有することは夙に
Blumenau 4＞， Sherington 54）， ’rschermark r，s’，〉，

Nicolesce 4一， Gage｝ u． Bodechtel ig）， Pass a9） trc

依って注意された．かかるMonak⑪w氏核と

Clarke氏柱細胞との形態的i類似性以外に更に，

本核の細胞が支配すると考えられる頸髄に於

て，Clarke氏柱細胞が欠如するという事実は，

Monakow氏核の頸髄に対する関係を以って，

Clarke二二細胞の胸，腰髄に対する関係と同

一のものと見なさんとする見解をすら発生せし

めるに至つだ．しかしながら一方，tの両者の

末梢感受装置の差異，Monakow氏核を構成す

る細胞の多様性，及びMonakow二二細胞の軸

索の内三伏織維への関与を考慮に入れ，他方上

部二心，根に由來する下行性織維が明らかに上

部胸髄に至り（Schultzeのコムマ）， Ciarke氏

柱：細胞に絡末枝を逡るという所見（土屋5り））を

考え併せるとき，早急に本核とClarke氏柱細

胞との聞に完全なAnalogieを仮定するととの

危瞼を思うものである．Monakow素謡がGoll

及び：Burdach氏核に比し濃染性の大細胞より

構成されることは一般の承認する所であるが，

その構成細胞は必ずしも大型細胞のみではな

い．多少の差こそあれ，凡ての動物に於て若干

の中小細胞を含む（第5～12表）．特に二丁の下

端に干ては約直証に近く，或はそれ以上に中，

小細胞を有し，吻側に至るに從い，漸次中，小

細胞は減じ，反之，大細胞は次第てその数を増

し，核柱の最大発達部に於て，大細胞は最：大の

比率を示し，それより再び減少するが，減少の

程度は尾側に於ける程著明ではなv・．かかる申

小細胞の混在及びその比率の核柱の各部位に於

ける差異が本核の機能に対し如何なる意義を有

するかに関しては，余は何等決定的解答を与え

得ないが，或はMOnakow氏核の中枢への連絡

の多様性を暗示するものであるかもしれない．

本核内に於ける細胞の排列状態について注意す

べきtとは人聞と他動物間に存する著しい相違

である．人間に於てはJaCQbsohn ！7）， Ziehen ‘rs），

Gagelの述べ1た如く，数箇或は10数箇の細胞よ

りなる細胞群が不規則な島懊状排列を示し，一

見大理石様皮斑を，N、わせるが如き印象を与え

る．「チンパンヂー」も亦尾測％の部に於てヒれ

に梢ζ近き性状を示すが，細胞群はこれよわ遙

かに粗大にして，細胞密度も亦粗である．反

歯，吻側稼の部に於ては島喚歌排列は殆ど消失

し，礪漫性排列へと移行する．爾余の動物に於

ては紙誌の如何なる部に於てもかかるLami－

nation（Walker臼2））はなく，日本猿，猫，犬に於

ては比較的多数に大細胞を有する背内側群と，

中細胞の比較的多い腹外側群の2群に大話され

る．猿，猫に於てとの傾向は特に著しく，家

兎，鼠に於てはかかる分離は認められない．

 Monakow氏核と末梢との連絡に関しては，

v．Monakow（1883）の猫，家兎に於ける襖欣索

破壊実験以來，本核が他の後索核と同檬，後索

織維のあるものを受けるであろうことは多く

の学者の考うる所であり，その後の数多い動

物実験もeの見解の応当性を立証した．即ち

Sherington助（1893）は猿に於てC2の後根切断

後，Monakow氏核内に上行性変性を証明し，

Thomas 5硝は猫のC2の牟側切断例に於て， Pass

は猫の第6～7頸髄後根切断後に，後索中に

変性織維を本四に追求し得ると述べRanson，

Davenport a． Dole 51）（1932）及びCorbin a・

Josephio）（1935）も猫のCi～C3（C4）の後根の延

髄内経路を槍漏し，大部分，Monak⑪w二二に

絡末すると報告した．更に湯玉30）（1940）は猫

に調て，後索織維の終末歌態に槍討を加え，頸

髄後根緻山中，下部のものは：Burdach二二及

びMOpakOW山畑の内側部に，上部のものはそ

の外側部にそれぞれ終末すると述べた．なお最：

近：Ferraro a． Barerra 15）（且935）及びWalker（19

42）は猿に於て後根切断実験より，共に上部頸

髄に由歯する後索織維は本法の腹外側部に，下

部頸髄及び上部胸髄（Th 5，6迄）に由來する

geのは本核の背内側部及び：Burdach二二に絡
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卜する事実を認めた．一方，人体症例に於ては

Petr合n勅は脊髄横断障害例の槍索より第5頸髄

に由來する後索繊維は：Burdach二二に絡末する

事実を確認し，第：1・v 4頸髄後根に由來する後

索織維の絡末核としてM⑪nakow氏核を推定し

た．LewandQwsky 3DもM⑪nakow氏核へは

：Burdach三四に於けると同様，後索織維が絡回

し，しかも後索織維以外の何物も絡末しないと

述べた．最近，当教室の水上鋤は入門脊髄の種

々の高さに於ける後根或は後索の障害例の槍索

より，第1～4頸引後根に二二する後索織維は

すべてMonakσw氏核に終り，他核に終末せざ

るヒとを証し，後索織維の本四への絡末野態に

一定の局在性の存することを明らかにした．以

上の如く，Monak⑪w氏核に絡末する後根織維の

支配領域に関しては，研究者に依り，又動物の

種類に依り，完全な意見の一致を見ていない．

しかし少なくとも，人聞及び他の哺乳動物に於

て，上部頸髄後根中の後索織維は本管に終末す

るという点に於て一致している．しからばヒの

上部頸髄に由罪する後索織維の絡末核と見なし

得る本核が各被槍哺乳動物に於て如何なる程度

の発達の差異を示すであろうか．以下とれにつ

いて比較検討を加えて見よう．

 Monakow氏核の尾端は人聞に於ては錐体交

叉部の吻側端より梢ヒ下方に，「ヂラフ」，犬，

家兎，鼠では略it同じ高さでp馬，牛，鯨「チ

ンパンヂー・…」，日本猿では遙かに高位（吻側）に

出現し，吻端は何れの動物に於ても，むおよそ

Deiters氏核の尾側近傍にて泊失する．二野の

長さは馬の14．Ommを最：大とし，人聞の13mm

がとれに次ぎ，次いで「ヂラフ」（1 1．6mm， ，牛

（11・2inm） ，小抹香鯨（7．1mm），チンパンデ”

（6・1mm），日本猿（4．12mm），犬（4．24mm），

猫（4・14mm），家兎（4．05mm），鼠（1．2mm）の

順位であって，大動物群中，馬は他動物に比し

著しく長いのに反し，小抹香鯨は極めて小で，

馬の施弱に過磐ない．なお申動物群に於ては

「チンパンヂー」が特に大で，日本猿との問に約

2mmの差異を示すヒとは，人間のそれが意外

に大である～二とともに，注目さるべ：きであろ

う．｛第1図（a）～ff91，1図（a））．

 槍索された何れの動物に於ても，本核はその

尾側端に於ては，Burdach氏核の背内方に現わ

れ，吻側に及ぶに從い，漸次腹側へと拡がりを

増し，「オリP・・iブ」核の最大発達部或はそれよ

り稻ヒ下方に於て最も大となり，ヒ．の高さを越

えるや，背内側部より縮小し始め，その吻側端

は三叉二二脊髄根，索1伏体，前庭祠1経脊髄根と

の聞に囲まれだ三角形の領域を占有しつつ消失

する．tの事実は後索織維がKahler 2s）の法則

に二って規則正しく，下位のものが核の内側

部に，上位のものがその外側部に二三する点

（Ferrar・U． Barrera・iB），見：玉30），水上‘o’））を考

慮に入れるならば，種々の哺乳動物に於ても，

本核に絡末する後索織維中，下位のものは核柱

の下部に，上位のものはより吻側部に終末する

であろうという極めて興味深い事実を示唆する

ものであろう．

 細胞数及び前額断面積の弓長は第1，2，4

表に示す如く人間に於ては核柱の中央より梢ヒ

吻側で最：大の拡がりを示すに反し，中動物群で

は略it中央の高さで，大動物群では中央の高さ

より更に尾側に託て最：大の拡がりに達する．大

動物群につきてとれを検討すれば，馬に於ては

尾側端より4．5mm上方で既に一切片下細胞数

300箇，前額断面積7．45mm2を算し，細胞数

tlt於て1Eに牛の最：大i数に匹敵する．尾端より

721nm上方に於て：面積，細胞数は最大となり，

9mm上方に隔て細胞数300箇，面積7．Omm2を

下らない．これを牛に比すれば核全長に亘り細

胞数に於て遙かに多く，拡がりに於ても最大発

達部近傍の小範囲を除けば，すべて大であり，

本核の体積に於て牛との闇に可なりの著明な差

異が認められる（第13表）．

 「ヂラフ」に於ては尾端より2．8mm上方で既

に馬の最大面積である37．5mm2を越え，4．2mm

上方に於て1L465mm2に達し，被槍動物中最：

大にして：，入間のそれの約4・5倍に達するがそ

れより急速に縮小する允め，体積に於て牛を凌
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駕するが，馬に比し僅かに小さい（第13表）．

 鯨では大動物二二，最小の発達を示し，その

前額断は最大部に於てすら僅かに5．62mm2で

「ヂラフ」のそれの約％に過ぎす，核長の小なる

～二とと相挨って，二二体積は馬及び「ヂラフ」の

それに比較すれば施弱に過ぎない．

 中，小動物群に於ては猿類に於て特に大き

く，「チンパンヂー」の2．81mm2を最：大とし，

日本猿がこれにつぎ，細胞数は日本猿に於て最

大39⑪箇に回し，略it馬のそれに伯仲し，犬及

び猫の最大細胞数に比すれば約2倍に当る．猫

及び犬では殆ど同じ拡が夢及び細胞数を有し，

家兎及び鼠に於ては著しく小さく，細胞数も一

切下中最大数100箇を越えない．二って二丁の

体積に於ては「チンパンヂー」を最：大とし，日

本猿はヒれより稽ζ小さく，猫，犬は日本猿の

約㌻島家兎，鼠に至ってはそれの植㌻駈。に達

するに過ぎない．

 人間の前額断面積並びva細胞数を他動物と比

較するに，その最大断面積は猿類に比し，二大

であるに過ぎないが，細胞数は極めて多く，最

大這這部に於ては一切片総数400箇前後を算し，

被槍動物中馬とともに最大で，最大発達部より

尾側に湿ては牛と略e同程度であるが，吻側に

於ては遙かに多く，牛，馬の中間にある．

 延髄全面積に対する前額断面積の比…率に関し

ては，馬は核全長に亘って可なりの高率を示

し，最大発達部に於て：はその6．51％を占める．

とれを「ヂラフ」の最高値7．02％に較ぶれば僅

かに低率を示し，爾余の部に於ては「ヂラフ」に

比し遙かに高率である．小抹香鯨に於ては最：大

発達部に於ても，その比率は5．6％を算するに

過ぎす，大動物群中富も低い（第3表〉．中動物

に於ては核全長を通じて，「チンパンヂー・・…」，日

本猿，猫，犬，家兎の順位に小となる．（as 4

表その3）．「チンパンヂー」が日本猿に比し稻

ξ高率を示すtと及び猫は犬に比し核全長に亘

り常に高なる比i率を示すtとは注目さるべきで

あろう．

 人間に於てはその比率は最高4．71％で爾余の

部も馬と牛との中間に位する（第3表）．

 以上述べ來つた如く，被槍動物11種を通観す

るに，本核の発達は馬，ヂラフ，人，牛，チン

パンデ幽，日本猿，猫，犬，小抹香鯨，鼠，家

兎の順位に良姓にして，特に長頸の馬，「ヂラ

フ」では著しい発達を示し，とれにつぐ牛，人

との間に可なり差異が認められる．反面，短頸

にして運動性に乏しVO小抹香鯨，家兎に於ては

極めて小なることを知った．犬及び猫に於ては

縄対値に於て略e同様の大さを示すが延髄全面

積に対する比率に隔ては，核全長に亘り，常に

猫は犬より上位に存する．家兎，鼠に至っては

更に著しく小さい．なお注意すべきことは人及

び猿類に於て，本島が意想外に発達せるととに

して，人間に於て：その体積が牛の施に達せざる

に，核長，細胞数は馬及び牛の中間に存し，猿

類では体積，細胞数共，犬，猫の2倍を算し，

延髄に対する比率に於ても中動物中最大であ

る．

 如上の所見に依り，本核の発達には頸の長さ

の外，その運動範囲が極めて密接な関連を有す

るとの結論が許されるであろう。

 從來，二，三の学者鋤60）33），を除いては

Monakow氏核が小脳に対して特殊の関係に立

つものであるとの見解を抱く人が多数であっ

た。古くは：Fiechsig is｝（1885）， Darkschewitsch

u． Frend’3） （1886＞， Bechterew （1886＞， Cramer

ユ2）（1896）は高見の髄鞘発生標本を基礎として，

後i索核より索歌体に入る繊維の存在を報告した

が，後索核と小脳との結合に関する更に重要な

知見は，v・Monakow 36、37）（1885，1886）に依

っても允らされた．氏は内側係蹄を損傷せられ

回る猫に於て，Monakow氏核には何等変化を

認めざるに拘らす，内側係蹄及び小脳を同時に

障害せる犬に於て，Goll，：Burdach， Monakow

氏核の三者共に変性に陥れる事実を認め，

Monakow氏核が小脳に密接な関係のあるヒと

を指摘した．次でB】umenau 4）（1891）， Held

22）（1893）がGolgi標本の槍索より，：Burdach

二二の外側部に存する大細胞の軸索が，腹外方
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に走り，索状体に入ると記載して以來，後索核

中，小脳と緊密な関係を有するのは本核であろ

うと推定されるに至った．その後，吉田。’5）（19

24，家兎），小川4‘s） （1941，猫），佐竹53）（1942，

家兎，海笏冥），Bl⑪da17、（1941，猫，家兎），1Ferrara

a．Barrera i・”）（1935，猿）等は動物の小脳三論実

験に於て同点のMonakow氏核に高度の変性を

証明し，ヒれと軌を一にしてMenEeP1）（1891），

Thomas 5S＞ 〈1905）， Vogt u， Astwazafurow 6i）

（1912），：Blumenau 4）（1891）は小脳萎縮叉は軟

化の人体症例に於て，同様の所見を報告した，

更確二， ］Ferrier u． Turner 17） （1895，  家兎），

Tschermark 58》（1898，猫）， Tr⑪schin 57）（190⑪，

猫），Keller 29）（1901，猫）， Probst 5。）（1902，犬）

等は襖歌核領域の障害後，Marchi変性を小脳

迄追求し，何れも本核と小脳との織維性蓮絡の

存在を主張している．Monakow氏核よりの求

小脳繊維の出藍部位としてProbst 5。）t Brun陶

による）：Ferraro a・Barrera勉吉田65）は動物実験

の結果何れも小脳虫部を挙げてVN k．最近

Brodal 7）は猫及び家兎について：詳細な小脳破壌

実験を行ない，猫に於てはMonakow氏核の尾

側2／3の外側よりの織維は主にLobulus 6 u．4，

（Bolk ti））に，核の背内側よりのそれはLobulus

3u．4（：BoIk働に，吻側薗部の腹外側より由るも

のはLobulus l u．2，（：Bolk c’））に絡温し，家兎に

出ては猫に於ける程，明瞭な局在を示さない

が，面諭：の尾方施は多くはLobulus 6に，吻

側2／3は：Lobulus ant．に煽るという．何れにせ

よ，M⑪nakow氏核に発する織維の殆ど凡てが

：Lobulus ant．に眠く少数のみがPyramisとUvula

に向い，その語末部位が脊髄小脳系の絡末部位
1｝・43）・ 23）・ s）・ 9）・ 3）・3“）， 25｝・2fi）， 2）， 66）， 52）・ 31），32） と：…著

しく類似するとVbうヒとは本心の生理的機能を

考察するに当って留意すべき事柄である．

 他方，Magnus zz）， Corbin u． J⑪seph 10｝が猫及

び家兎に於てC1～C3（C4）の両側後根切断後

は，Tonische：Ha］sreflexが全く浩失する事実よ

り，頸筋頸関節よりの求心性衡撃は主として

これら上部頸髄後根を通るであろうと蓮べたと

とも注目に値する．

 なSs Bolkは種々の哺乳類の小脳を比較検討

し，：Lobulus simplexが鯨では発達が極めて：悪

いのに反し，「ヂラフ」ではもっともよく発達し

ている点を指摘し，小脳中Lobulus simplexが

機能的に頸筋に密接に関係するであろうと結論

じた．

 かかる生理学的並びに比較解剖学的知見と，

更に本核と小脳との密接な関連を併せ考える

時上部頸髄に由來する後索織維の終末論と考

えられるMonakow氏核の発達が頸の長さ及び

運動範囲に極めて密接な関連を有するという事

実は，本山が頸部の点語のProprioceptionに関

与するであろうとの推定に対し，極めて有力な

解剖学的な根拠を与えてV・るものというべきで

あろう．

結

 余は11種の哺乳動物即ち人間，ヂラフ，馬，

牛，小抹香鯨，チンパンヂー，日本猿，猫

犬，家兎，鼠の延髄のNissl及びWeigert－Pa1

染色標本につきて（但しヂラフ，チンパンヂー，

小抹香鯨は後者のみ），両者を対称せしめつつ，

とれら諸動物のMonakow氏核の内部構造の差

異を，椿島細胞の形歌，大さ，大中小型細胞の

混在比率，排列状態等の各条件につきて比較す

ると同時に，本島の高畠程度を核の長さ，前額

子

心切片に於ける細胞数，前額断面積及びその延

髄全体に対する比牽を基準として比較槍討し
1た．

 1）本核は何れの動物に顧ても：Burdach氏核

に比し，濃染性大型細胞を多く有することを特

徴とするが，大細胞の総細胞に対する比率は馬

面の凡ての高さに於て必ずしも一一一定のものでな

く，核の尾側或は吻側端近傍に於ては比較的低

率なるに反し，最大高高部に於てもっとも高率
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を占める．しかも人及び大動物に於ては大細胞

の比率は，最高80～70％に達するが日本猿，

犬，猫に於ては60％前後と矛伽減じ，家兎，鼠

に至っては最大値といえど30％を越えるととは

なv・．

 II）細胞の排列歌態は人間は他動物に比し，

極めて特異的，大小不同の島喚月犬細胞群の集団

として認められる．「チンパンヂー」に於ても

尾側％は梢篭これに近い排列様相を示すが，細

胞群は人のそれに比し粗大にして，細胞密度も

亦疎である．爾余の動物に於てはかかる島田歌

排列は全くなく，面心性排列をとる．なお細胞

の性欺，排列歌謡により，人間では背内，腹

外，中間の3画面大別され，猿；犬，猫に於て

は大細胞の比較的多く含む背側群と，中細胞の

、ヒヒ較白訊問VO腹倶旺君羊に：分離される三宝， 家兎， 鼠に

於てはかかる分離は全く認められない．

 III）諸動物に於ける本核の発達程度を前記

の観点に立って槍討するに，被槍動物中二二の

馬，「ヂラフ」では特に著しい発達を示し，短頸

にして，蓮動性に乏しい小抹香鯨，家兎に於て

は極めて小である．犬及び猫では，その絶対値

に於て略it同値なるも，延髄全体に対する比率

に於ては，核全長に亘り常に猫は犬より上位に

ある．なお人問及び猿類に於て本核が意想外に

発達せることは頸の運動範囲に関連して興味深

い．これらの所見に基すき，本核の発達には頸

の長さの外，その運動範囲が極めて密接な関連

を有すると結論しだい．

 以上の所見は前核の中枢並びに末梢への蓮絡

に関する諸家の知見とともに，本核の機能を考

察するに当って，極めて重要な解剖学的示唆を

与えるものであろう．

 欄回するに当り，恩師久留敢授の御懇篤なる御指

導，御校闘を鳴謝するとともに，本研究に寄せられた

る東京大学医学部附属脳研究室の御好意に対してJ内
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第E表 人及び大動物に於けるモナコウ氏核平均細胞実数 （％μ切片）
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